
第６次弟子屈町総合計画　行政評価「町民アンケート」結果

産
業
活
性
化

暮
ら
し

町
民
の
声（自

由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

● 

安
心
し
て
子
供
を
産
み
、
こ
こ
で
暮
ら

し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

に
期
待
し
た
い
。

町
民
の
声（自

由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

● 

若
い
人
た
ち
が
安
心
安
全
に
働
け
る
職

場
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

設
　
問

満足度
（点）

昨年度
（点）

点差

⒄ 

安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
安
定
供
給
、
家
畜
伝
染
病
の
防
止
対

策
が
十
分
図
ら
れ
た
、
持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組

49

54

-5

⒅ 

安
定
し
た
農
業
経
営
の
も
と
、
行
政
・
農
業
者
・
商
工
業
者
が
連
携

し
、
地
場
産
食
材
を
内
外
に
発
信
・
普
及
さ
せ
、
誰
も
が
誇
れ
る
魅

力
あ
る
農
業
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

50

50

0

⒆ 

森
林
作
業
員
を
確
保
し
、
継
続
的
な
林
産
業
の
安
定
経
営
と
、
健

全
な
森
林
の
拡
大
・
再
生

51

48

3

⒇ 

豊
か
な
自
然
や
人
々
の
暮
ら
し
を
守
り
続
け
る
「
弟
子
屈
町
ら
し
い

持
続
可
能
な
観
光
地
」
づ
く
り
の
推
進

51

49

2

21 

商
工
事
業
者
の
経
済
基
盤
の
強
化
に
よ
る
、
地
域
内
経
済
の
好
循
環

を
生
む
た
め
の
取
組

54

44

10

22 

水
産
資
源
の
保
全
に
よ
る
増
大
が
進
み
、
水
産
業
が
産
業
と
し
て
成

立
す
る
状
態
と
な
る
た
め
の
取
組

56

43

13

23 

企
業
誘
致
に
よ
る
町
内
経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
雇
用
増
加
に
結
び

つ
く
と
と
も
に
、
町
内
企
業
や
事
業
者
で
の
人
材
不
足
解
消
や
、
経

済
活
動
の
活
性
化

55

43

12

設
　
問

満足度
（点）

昨年度
（点）

点差

24 

心
身
と
も
に
健
康
な
住
民
の
生
活
を
支
援
す
る
体
制
を
強
化
し
、
健
康
寿
命
を

延
伸
す
る
た
め
の
取
組

41

54

-13

25 

町
内
医
療
機
関
の
連
携
や
他
地
域
医
療
機
関
と
の
広
域
連
携
、
救
急
医
療
体

制
の
強
化
、
地
域
医
療
体
制
の
維
持
・
向
上

46

52

-6

26 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
そ
の
他
各
種
感
染
症
を
防
ぐ
体
制
を
構
築
す
る

取
組

44

57

-13

27 

多
く
の
「
見
守
り
の
目
」
が
あ
る
こ
と
で
、
自
助
・
共
助
・
公
助
が
隔
て
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
な
り
将
来
に
対
す
る
不
安
が
軽
減
さ
れ

る
環
境
や
支
援
体
制
が
充
実
さ
せ
る
取
組

49

52

-3

28 

子
育
て
世
代
が
悩
み
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
充
実
し
た
支
援
が
行
わ
れ
て
い

る
と
と
も
に
、
妊
産
婦
が
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
を
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
取
組

49

54

-5

29 

親
と
子
、
地
域
住
民
、
事
業
者
及
び
行
政
が
一
体
に
な
っ
て
、
子
ど
も
の
輝
き

を
、
何
に
も
代
え
が
た
い
大
切
な
も
の
と
し
て
、「
育
ん
で
い
く
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
る
取
組

49

53

-4

30 

高
齢
者
が
い
つ
で
も
、
誰
に
で
も
相
談
で
き
る
雰
囲
気
と
体
制
の
確
保
、
不
安
を

抱
え
る
こ
と
な
く
、
い
つ
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

53

50

3

31 

病
気
や
障
害
を
持
つ
人
も
、
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
し
、
療
育
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
へ
の
支
援
と
、
家
族
の
不
安
が
軽
減
す
る
取
組

51

49

2

32 

寝
た
き
り
と
な
る
人
を
作
ら
な
い
よ
う
、
適
切
な
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
が
提
供

さ
れ
、
施
設
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
倖
和
園
）
入
所
者
の
身
体
機
能
の
低
下
の
防

止
と
、
日
常
に
お
け
る
安
定
的
な
生
活
が
継
続
さ
れ
る
取
組

49

50

-1

初醸造に向けて収穫

いつまでも健康に
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「町民アンケート」

環
境

「水」と「森」を守り、「人」が共に輝く、誇りと活力あふれる夢づくりのまち弟子屈
第6次弟子屈町総合計画

　
町
で
は
「
第
６
次
弟
子
屈
町
総
合
計

画
」（
令
和
４
年
度
〜
令
和
11
年
度
）

の
進
捗
状
況
を
評
価
す
る
行
政
評
価
を

実
施
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
指
標
と
す

る
た
め
に
、
毎
年
度
「
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
５

月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
な

ど
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
た
「
行
政
評

価
」
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
実
施
内
容
▲

目
的
／ 

広
聴
活
動
の
一
環
お
よ
び
総
合

計
画
の
達
成
度
を
測
る
指
標
の

現
状
を
調
査
す
る
。

対
象
／ 

20
歳
以
上
の
町
民
名
簿
か
ら
無

作
為
に
抽
出
し
た
１
０
０
０
人

締
切
／
６
月
14
日
に
設
定

回
答
率
／
33
・
３
％

▼
評
価
方
法
▲　

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政
評
価
・

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
設
問
（
問
８
、

問
10
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項

目
ご
と
に
大
変
満
足
「
５
」、
満
足

「
４
」、
ふ
つ
う
「
３
」、
あ
ま
り
満
足

で
な
い
「
２
」、
満
足
で
な
い
「
１
」

の
い
ず
れ
か
に
〇
印
を
つ
け
て
も
ら

い
、
そ
れ
を
集
計
・
点
数
化
し
ま
し
た
。

　
大
変
満
足
「
１
０
０
点
」、
満
足

「
7
5
点
」、
普
通
「
50
点
」、
あ
ま
り

満
足
で
な
い
「
25
点
」、
満
足
で
な
い

「
０
点
」
と
し
て
集
計
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
由
記
載
欄
に
は
自
由
に
意

見
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
１
２
６
件
の

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
意
見

を
掲
載
し
ま
す
。

▼
回
答
結
果
▲

※ 

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政

評
価
・
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
設

問
（
問
８
、
問
10
）
の
回
答
の
み

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
８

　 

弟
子
屈
町
の
生
活
環
境
や

ま
ち
づ
く
り
、
町
政
に
つ

い
て
の
満
足
度
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

問
10
　 

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
、
あ
な
た
の
意
見

を
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ

い
。

町
民
の
声（自

由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

● 

自
動
車
運
転
免
許
返
納
後
の
高
齢
者
の

移
動
手
段
が
不
安
。

設
　
問

満足度
（点）

昨年度
（点）

点差

⑴ 

温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
す
る
カ
ー
ボ
ン
・
ニュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
組

49

49

0

⑵
３
Ｒ
や
廃
棄
物
の
適
正
処
理
、
廃
棄
物
に
よ
る
環
境
汚
染
の
低
減

46

52

-6

⑶ 

自
然
環
境
維
持
、
家
畜
ふ
ん
尿
の
適
正
処
理
を
進
め
、
農
村
部
に
お

け
る
よ
り
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

48

49

-1

⑷ 

生
物
多
様
性
の
重
要
性
を
住
民
が
知
る
機
会
を
提
供
し
、
野
生
動

物
と
の
共
存
を
図
る
取
組

50

46

4

⑸ 

景
観
条
例
を
踏
ま
え
た
、
町
全
体
が
統
一
感
を
持
っ
た
景
観
づ
く
り

と
、
多
く
の
住
民
が
町
内
の
公
園
を
安
全
に
利
用
で
き
る
取
組

51

47

4

⑹ 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
住
民
や
観
光
客
等
に
対
し
有
事

の
際
の
安
全
と
安
心
の
提
供

50

50

0

⑺ 

消
防
、
行
政
、
住
民
が一
斉
に
行
動
し
、
身
体
・
生
命
・
財
産
を
守

り
、
安
心
を
提
供
で
き
る
消
防
体
制
と
活
動
が
展
開
さ
れ
る
取
組

45

55

-10

⑻ 

交
通
事
故
の
な
い
社
会
に
向
け
た
対
応
や
、
多
種
多
様
な
凶
悪
犯
罪

を
誘
発
す
る
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
防
犯
対
策
の
強
化

48

54

-6

⑼ 

悪
徳
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
の
な
い
ま
ち
が
実
現
す
る
取
組

49

53

-4

⑽ 

住
民
が
安
全
に
利
用
で
き
る
公
衆
浴
場
の
運
営
と
新
規
整
備
、
斎
場

や
墓
地
の
適
正
管
理

51

46

5

⑾ 

若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
多
世
代
の
住
民
や
観
光
客
が
、
心
地
よ
く

長
く
滞
在
し
た
く
な
る
市
街
地
エ
リ
ア
の
創
出

46

45

1

⑿
市
街
地
の
形
成
に
沿
っ
た
、
安
全
な
道
路
整
備
の
維
持

47

48

-1

⒀ 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も
が
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
新
た
な

住
民
の
居
住
な
ど
、
良
好
な
住
環
境
を
形
成
す
る
取
組

48

47

1

⒁
水
道
・
温
泉
の
安
定
供
給
と
、
安
定
し
た
水
道
事
業
経
営

55

57

-2

⒂ 

安
定
し
た
下
水
道
事
業
経
営
と
、
自
然
環
境
の
維
持
に
向
け
た
浄
化

槽
設
置
へ
の
理
解
と
対
応
を
進
め
る
取
組

52

54

-2

⒃
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
生
活
交
通
の
維
持

45

47

-2

行 評政 価

結果
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▼
行
政
評
価
結
果
▲

　
町
で
は
令
和
４
年
度
か
ら「
第
６
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
」

の
目
標
年
次
で
あ
る
８
年
度
の
令
和
11
年
度
に
ま
ち
の
将
来

像
が
達
成
で
き
る
よ
う
、
毎
年
度
、
行
政
活
動
を
評
価
し
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
各
評
価
の
内
容
に
つ
い
て
、
１
次
評
価
で
は
、
事
務
事
業

と
そ
れ
を
束
ね
る
施
策
の
評
価
。
２
次
評
価
で
は
、
施
策
の

方
向
性
に
関
す
る
評
価
。
３
次
評
価
で
は
、
評
価
結
果
を
受

け
た
改
善
点
に
関
す
る
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
次
評
価
、
３
次
評
価
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２
次
評
価
（
町
長
・
副
町
長
に

よ
る
評
価
）
の
結
果（

主
な
も
の
）　

３
次
評
価
（
町
民
評
価
委
員
会

に
よ
る
評
価
）
の
結
果

（
主
な
も
の
）

• 

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
業
被
害
に
つ
い
て
、
特
に
鹿
の
生

息
個
体
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。
若
い
ハ
ン
タ
ー
も

増
え
て
い
る
の
で
今
後
に
期
待
し
た
い
。

• 

感
染
症
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
、
町
内
で
閉
院
す
る
病

院
も
あ
り
、
土
曜
日
に
乳
幼
児
の
予
防
接
種
が
で
き
な

く
な
る
と
働
い
て
い
る
保
護
者
は
町
外
に
行
く
こ
と
に

な
り
負
担
も
多
く
な
る
。
今
後
も
土
曜
日
に
町
内
で
予

防
接
種
が
で
き
る
場
所
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

• 

交
流
人
口
お
よ
び
関
係
人
口
の
拡
大
に
つ
い
て
、
ワ
ー

キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
は
と
て
も
い
い
活
動
だ
と
感
じ
た
。

町
外
か
ら
新
鮮
な
風
が
入
り
、
人
と
の
繋
が
り
で
ま
た

弟
子
屈
町
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
と
嬉
し
い
。

• 

子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て
、
給
食
費
や
保
育
料
、

児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
サ
ポ
ー
ト
も
含
め
て
子
育
て
支
援
の

制
度
が
か
な
り
充
実
し
て
い
る
。
第
２
期
こ
ど
も
子
育

て
支
援
事
業
計
画
が
令
和
６
年
度
に
終
了
す
る
が
、
今

後
も
安
定
し
た
支
援
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

• 

観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
、
川
湯
温
泉
街
の

再
整
備
で
は
住
民
説
明
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
住

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
り
説
明
し
た
り
す
る
場
を
設

け
、
と
て
も
良
い
と
思
う
。
し
か
し
、
参
加
人
数
が
少

し
ず
つ
減
少
し
て
い
る
と
聞
く
の
で
、
ど
ん
ど
ん
盛
り

上
げ
て
ほ
し
い
。
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施
　
　
　
策

改
善
点
と
今
後
検
討
す
る
こ
と

生
物
多
様
性
保
全
の
推
進

鹿
や
熊
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
で

の
対
策

農
業
生
産
基
盤
の
強
化

新
規
就
農
者
も
含
め
安
定
し
て
経

営
で
き
る
よ
う
な
支
援

生
き
る
力
を
育
む
学
校
教

育
の
充
実

地
域
み
ら
い
留
学
な
ど
弟
子
屈
高

校
入
学
者
が
増
え
る
よ
う
な
取
組

の
継
続

文
化
・
芸
術
の
継
承

文
化
と
歴
史
を
守
る
た
め
、
町
内

の
有
識
者
が
活
躍
で
き
る
場
づ
く

り

他
そ
の

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

● 

交
流
の
場
が
多
く
、
色
ん
な
人
に
出
会
え
る

の
は
魅
力
的
だ
と
思
う
。

● 

農
業
な
ど
一
次
産
業
を
守
っ
て
い
け
る
対
策

を
し
て
ほ
し
い
。

ヤマメの放流

町民評価委員会による意見書提出
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人
材行

政

教
育

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

● 

町
内
小
中
学
生
が
高
校
内
を
見
学

し
た
り
、
児
童
生
徒
の
交
流
す
る

機
会
が
あ
れ
ば
、
高
校
の
存
続
、

生
徒
人
数
の
確
保
に
も
繋
が
る
と

思
う
。

公民館講座で硫黄山を学ぶ

設
　
問

満足度
（点）

昨年度
（点）

点差

33 

弟
子
屈
町
教
育
の
目
指
す
姿
と
し
て
掲
げ
る
「
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
連

携
し
、
ふ
る
さ
と
を
創
る
人
を
育
む
」
人
材
を
育
成
す
る
取
組

49

50

-1

34 

子
ど
も
達
に
と
って
、
安
心
・
安
全
で
学
習
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の
な
い
環
境

の
整
備

46

54

-8

35 

全
て
の
住
民
が
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
生
涯
学
習
環
境
の
充
実
が
図

ら
れ
る
取
組

48

50

-2

36 

学
校
や
家
庭
、
地
域
社
会
で
多
様
な
経
験
を
積
め
る
よ
う
な
活
動
支
援
と
、
子

ど
も
が
自
ら
考
え
、
学
び
、
問
題
を
解
決
す
る
力
が
身
に
付
く
取
組

49

50

-1

37 

生
涯
に
わ
た
る
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
、
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る

機
会
の
拡
充
と
環
境
の
整
備
、
住
民
が
心
身
の
健
康
維
持
・
増
進
を
図
る
た
め

の
取
組

49

52

-3

38 

様
々
な
芸
術
・
文
化
、
歴
史
な
ど
に
触
れ
る
機
会
が
提
供
さ
れ
、
多
く
の
住
民

が
地
域
の
文
化
活
動
に
関
心
を
持
つ
環
境
が
充
実
す
る
取
組

50

49

1

39 

歴
史
と
文
化
等
を
情
報
発
信
す
る
体
制
の
確
立
と
文
化
財
の
保
護
、
伝
承
を
進

め
る
取
組

48

50

-2

設
　
問

満足度
（点）
昨年度
（点）

点差

40 

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
多
様
な
人
材
の
育
成
や
受
入
が
行
わ
れ
、
ま
ち
づ
く
り

が
活
発
に
な
る
と
と
も
に
、
多
く
の
住
民
が
行
政
と
の
協
働
に
参
画
し
、
本
町
や

地
域
に
対
す
る
愛
着
を
醸
成
す
る
取
組

49

52

-3

41 

男
女
共
同
参
画
社
会
が
大
き
く
前
進
し
、
女
性
も
男
性
と
と
も
に
社
会
で
活
躍

す
る
た
め
の
取
組

50

49

1

42 

各
地
域
の
拠
点
施
設
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ
、

住
民
、
行
政
、
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
も
って
、
ま
ち
づ
く
り
の
課

題
を
解
決
す
る
取
組

50

49

1

43
多
く
の
人
が
本
町
を
訪
れ
、
選
ば
れ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
な
る
取
組

48

50

-2

44 

本
町
で
生
活
す
る
住
民
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
人
と
平
等
な
立
場
で
社

会
参
加
で
き
る
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
取
組

51

47

4

設
　
問

満足度
（点）
昨年度
（点）

点差

45 

誠
実
で
正
確
か
つ
迅
速
な
行
政
運
営
に
あ
た
る
職
員
の
育
成
と
効
率
的
か
つ
効
果

的
で
柔
軟
な
行
政
組
織
づ
く
り
への
取
組

50

49

1

46 
各
種
財
政
指
標
と
比
較
し
健
全
な
状
態
で
、
身
の
丈
に
合
っ
た
安
定
し
た
財
政

運
営
への
取
組

48

49

-1

47 
自
治
体
間
や
事
務
の
権
限
移
譲
に
よ
り
、
効
果
的
な
自
治
体
運
営
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
向
上
す
る
取
組

51

49

2

48 

全
て
の
住
民
が
、
紙
媒
体
、
デ
ジ
タ
ル
媒
体
な
ど
を
通
し
、
高
い
関
心
を
も
って

行
政
情
報
を
得
ら
れ
、
活
用
で
き
る
取
組

44

49

-5

49 

デ
ジ
タ
ル
化
と
既
存
の
窓
口
業
務
を
並
行
し
た
住
民
へ
の
利
便
性
向
上
、
住
民一

人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
誰一人
取
り
残
さ
な

い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
を
実
現
す
る
取
組

52

39

13
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